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新
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山
彦

ぐ
る

ー
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第
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９
８
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ー
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東
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東
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方

東
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方

東
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地
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へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
遠
征

遠
征

遠
征

遠
征
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海
山

鳥
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鳥
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「「 「「
八
甲
田

八
甲
田

八
甲
田

八
甲
田
大
岳

大
岳

大
岳

大
岳
」」 」」
    

 

◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

０
８

月
２

６
日

(
日

)
～

２
９

日
(
水

)
 
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

大
江

加
予

子
、

徳
子

、

畑
林

清
子

、
生

熊
千

満
子

、
上

村
洋

司
・

和
美

、
生

駒
純

子
、

中
前

道
康

・
余

志
子

、
松

本
 

栄
、

中
西

陽
子

、
樋

口
義

也
、

高
階

鈴
子

・
美

根
子

、
奥

村
順

夫
、

竹
中

卓
治

、
三

井
幹

雄
、

野
崎

 
肇

、
石

橋
哲

郎
・
隆

子
、
ア

ラ
ン
・
モ

ス
、
椎

木
 

尭
・

照
子

。
梶

野
照

雄
(
2
8
～

2
9
)
。

 
 

 
 

 
 

 
２

７
名

、
 

添
乗

員
；

和
歌

山
・

新
日

本
旅

行
 

中
西

和
子

。
 

 
 

 
 
８８ ８８
月月 月月
２２ ２２
９９ ９９
日日 日日
(( (( 火火 火火

)) )) 
曇

り
一

時
晴

、
尾

根
は

一
時

濃
霧

 

八
甲

田
山

は
、
八

甲
田

山
と

名
の

つ
い

た
単

独
峰

は
存

在
せ

ず
、
１

８
の

 

成
層

火
山

と
溶

岩
円

頂
丘

で
構

成
さ

れ
る

火
山

群
で

、
命

名
の

由
来

は
、「

新
 

撰
陸

奥
国

志
」
に

よ
れ

ば
、
八八 八八
つ

(
た
く

さ
ん

の
)
、
甲甲 甲甲
(
た

て
)
状

の
峰

と
山

 

上
に

多
く

の
田田 田田
代

(
湿

原
)
が

あ
る

か
ら

だ
と

い
う

。
最

高
峰

は
、
八

甲
田

大
 

岳
(
一

等
・

点
名

；
八

甲
田

山
・

1
5
8
4
.
5
m
)
で

あ
る

。
又

、
明

治
３

５
年

に
 

歩
兵

第
５

連
隊

が
雪

中
行

軍
の

演
習

中
に

2
1
0
中

1
9
9
名

が
寒

さ
と

吹
雪

で
 

遭
難

し
た

事
で

良
く

知
ら

れ
て

い
る

。
 

    
出

発
前

に
無

償
提

供
し

て
下

さ
っ

た
木

箱
リ

ン
ゴ

は
、
昨

日
ホ

テ
ル

到
着

 

時
に

２
個

、
今

朝
も

２
個

の
計

４
個

各
自

に
配

布
さ

れ
た

。
 

ホ
テ

ル
を

８
時

前
に

出
発

。
コ

ー
ス

概
略

と
山

頂
公

園
駅

か
ら

八
甲

田
大

 

岳
へ

登
る

班
と

田
茂

萢
・

毛
無

岱
を
経

る
班

に
す

る
旨

の
説

明
が

あ
る

。
 

国
道

1
0
2
号
線

か
ら
3
9
4
号
線

を
走

行
し

、
城
ヶ
倉

大
橋
手

前
で
降

り
て

 

歩
い

て
渡

り
眼

下
の
城
ヶ
倉
渓
谷

を
眺
望

し
足
慣

ら
し

を
す

る
。
八

甲
田

大
 

岳
が
望
ま

れ
た

が
、
雲

で
山

頂
は
見
え
な

か
っ

た
。

 

国
道

1
0
3
号
線

に
左
折

し
て

、
八

甲
田
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ

山
麓

駅
(
6
6
0
m
)
 

に
到

着
、

９
時

２
０
分

発
の

ゴ
ン
ド

ラ
リ
フ
ト

(
定

員
1
0
1
名

)
に

乗
り

、
 

約
1
0
分

で
山

頂
公

園
駅

(
標

高
1
3
0
0
m
)
へ

。
 

 
 

 
 

 
 

 

ホ
テ

ル
か

ら
の

岩
木

山
 

 
 

城
ヶ

倉
大

橋
渡

る
 

 
雲

に
覆

わ
れ

た
八

甲
田

大
岳
 

 
 

 
 

 

 
八

甲
田

山
麓

駅
 

 
 

 
 

ゴ
ン

ド
ラ

に
乗

る
 

 
 

 
山

頂
公

園
案

内
板

前
で

 

 

赤
倉
岳

赤
倉
岳

赤
倉
岳

赤
倉
岳
→→ →→
八
甲
田
大
岳
往
復

八
甲
田
大
岳
往
復

八
甲
田
大
岳
往
復

八
甲
田
大
岳
往
復
→→ →→
毛
無
岱

毛
無
岱

毛
無
岱

毛
無
岱
→→ →→
酸酸 酸酸
ヶヶ ヶヶ
湯湯 湯湯
コ
ー
ス

コ
ー
ス

コ
ー
ス

コ
ー
ス
    

 
こ

の
コ

ー
ス

に
は

、
川

島
・
樋

口
・
児

嶋
・
上

村
夫
妻
・
生

熊
・
畑

林
・
 

高
階
姉
妹

・
竹

中
・
中

西
・
三

井
・
野

崎
・
梶

野
・
ア

ラ
ン
・
椎

木
夫
妻

の
 

１
７

名
。

 

山
頂

公
園

駅
か

ら
木

道
を

歩
き

、
田

茂
萢

岳
(
1
3
2
4
m
)
と

湿
原

は
、

８
の

 

字
に
巡

る
が

、
左
寄

り
に
辿

り
田

茂
萢

湿
原
展
望
台

へ
。
広

い
湿

原
を
隔

て
 

て
赤
倉

岳
か

ら
八

甲
田

大
岳

の
山
並
み

が
見

ら
れ

る
雄

大
な
風
景

で
あ

る
。
 

木
程
な

く
、
毛

無
岱
・
酸
ヶ
湯

へ
の
分
岐

を
過
ぎ

る
と

、
湿

原
か

ら
流

れ
る
小
沢

を
横
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切
り

、
赤
倉

岳
へ

の
緩
や

か
な

山
裾

を
辿

る
。

 

 
 

 

 
 

田
茂

萢
(
ち

や
)
湿

原
と

八
甲

田
大

岳
を

望
む

 
 

 
 

湿
原

展
望

台
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

道
の
傍

は
、
根
曲

が
り

竹
の

中
に

ア
オ

モ
リ
ト
ド
マ
ツ

が
茂

り
視
界

が
無

 

く
ひ

た
す

ら
登

り
、
赤
倉

岳
へ

の
尾

根
中
腹
付
近

に
な

る
と
ハ
イ
マ
ツ

等
の

 

低
い
潅

木
帯

に
な

り
視
界

が
広

が
り
小
休
止

。
振

り
返

る
と

山
頂

公
園

駅
・
 

田
茂

萢
岳

(
1
3
2
4
m
)
と

湿
原
や

前
嶽

(
1
2
5
2
m
)
が

一
望

さ
れ

た
。

 

 
 

 

 
田

茂
萢

湿
原

案
内

板
 

赤
倉

岳
中

腹
か

ら
の

田
茂

萢
岳

 
赤

倉
岳

上
り

で
小

休
止

 

 

急
な

木
製
土
留
段
差

に
咲

く
イ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ

を
見
な

が
ら

登
り

、
溶

岩
混

 

ざ
り

の
緩
や

か
な

尾
根

を
登

り
き

る
と

、
木
柵

に
囲
ま

れ
た
赤
倉

岳
北

峰
 

(
1
5
2
1
m
)
で

あ
る

。
火

口
の
断
崖

が
良

く
望
ま

れ
る

。
 

 
 

 
 

 

 
 

赤
倉

岳
北

峰
へ

の
上

り
 

 
赤

倉
岳

北
峰

に
て

 
 

 
 

 
火

口
断

崖
 

  
赤
倉

岳
北

峰
か

ら
少

し
歩

い
て

、
ハ
イ
マ
ツ

尾
根

を
登

っ
た
赤
倉

岳
山

頂
 

(
1
5
4
8
m
)
に

石
祠

が
祭

ら
れ

て
い

た
。
こ

の
頃

か
ら
ガ

ス
が

か
か

り
視
界

は
 

悪
く
な

り
周

り
が
見
え
な

く
な

り
、

井
戸

岳
(
1
4
5
2
m
)
山

頂
の
手

前
か

ら
ジ

 

グ
ザ
グ

の
桟

木
に
沿

っ
て

、
滑

り
や
す

い
ガ

ラ
場

道
を

下
降
す

る
。

 

 
 

 
 

 

赤
倉

岳
・

石
祠

 
 

 
 

 
火

口
尾

根
を

歩
く

 
 

 
 

井
戸

岳
案

内
板

 

 や
や
平
坦
な

尾
根

を
少

し
辿

る
と

最
低
鞍
部

に
、

大
岳
ヒ
ユ
ッ

テ
(
避

難
 

小
屋

)
が

在
り

１
１

時
３

０
分

に
到

着
。
こ

の
辺

り
は
豪

雪
地
帯
な

の
で

、
 

避
難
小
屋

の
２

階
扉

の
上

に
も

出
入

り
口

が
あ

る
。
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大
岳

ヒ
ュ

ッ
テ

避
難

小
屋

 
 

避
難

小
屋

前
で

昼
食

 
 

八
甲

田
大

岳
へ

の
上

り
 

 避
難
小
屋

前
で
昼
食

を
少

し
食
べ

る
。
山

頂
を
往
復

し
て

毛
無

岱
を
経

て
 

酸
ヶ
湯

へ
下

る
と

１
５

時
頃

に
な

る
。

山
頂

よ
り

下
ら

ず
仙
人

岱
を
経

て
 

酸
ヶ
湯

へ
下

れ
ば
約

３
０
分

は
早

く
着

く
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

毛
無

岱
 

湿
原

は
始
め

て
見

る
方

も
多

い
の

で
計
画
通

り
の

コ
ー

ス
班

と
山

頂
か

ら
 

仙
人

岱
を
経

て
酸
ヶ
湯

へ
下

る
班

(
樋

口
・

梶
野

・
竹

中
)
に
分

か
れ

る
事

 

に
す

る
。
昼
食

を
程
々

に
し

て
八

甲
田

大
岳

へ
。

 

潅
木
帯

の
掘

れ
込

ん
だ

登
山

道
を

登
り

、
溶

岩
の
斜
面

に
な

り
ジ
グ
ザ

 

グ
に
標

高
差
約

1
5
0
m
m
の
急
斜
面

を
登

る
と
ガ

ス
で
覆
わ

れ
た

八
甲

田
大

 

岳
山

頂
(
一

等
三
角

点
、

点
名
;
八

甲
田

山
1
5
8
4
.
5
m
)
に

到
着

。
 

 
 

 
 

 

一
等

・
八

甲
田

山
 

 
八

甲
田

大
岳

標
識

(
下

に
)
 

 
標

識
を

持
参

紐
で

直
す

 

八
甲

田
大

岳
の
標
識
板

が
下

に
置

か
れ

て
い

る
。
早
速

、
梶

野
氏
は
黒

い
 

ビ
ニ

ー
ル
紐

を
出

し
て

上
部

で
結
わ
え

る
。

山
彦

ら
し

い
行
動

で
あ

る
。

 

修
復

し
た

山
頂
標
識
板

の
前

で
記
念
撮
影

。
天
候

が
良
け

れ
ば

３
６

０
度

 

の
眺
望

が
あ

る
の

だ
が

・
・

・
山

頂
で

３
人

と
別

れ
て

本
隊

は
避

難
小
屋

 

へ
下

る
。
避

難
小
屋

前
で
昼
食

の
残

り
を
食
べ

る
な
ど
約

１
０
分
休
憩

。
 

 
先
頭

は
畑

林
さ

ん
、
小
屋

よ
り
ほ

ん
の
少

し
下

る
と
ベ

ン
チ

が
あ

り
大

岳
 

山
頂

が
望
め

る
所
な

の
で

あ
ろ

う
。
こ

れ
よ

り
樹

林
帯

の
掘

れ
込

ん
だ

道
 

を
約

３
０
分

下
る

と
、
木

道
が

あ
り

湿
地

上
部

に
出

る
。
ア

ラ
ン

さ
ん
少

し
 

遅
れ
気
味

で
待
機

、
振

り
返

る
と

八
甲

田
大

岳
山

頂
に

は
雲

が
あ

る
。

 

 
 

 

 
 

避
難

小
屋

に
戻

る
 

 
避

難
小

屋
前

ベ
ン

チ
で

休
憩

 
 

湿
地

上
部

に
下

る
 

 
 

 
 

 

振
り

返
っ

た
八

甲
田

大
岳

 
 

 
 

 
 

 
上

毛
無

岱
と

木
道
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こ
の
地

点
よ

り
再
び

下
る

と
。
程
な

く
田

茂
萢

湿
原

か
ら

の
分
岐

が
あ

り
、
 

上
毛

無
岱

湿
原

と
な

り
に

木
道

を
辿

り
、

上
毛

無
岱
展
望
台

で
小
休
止

。
 

 
上

毛
無

岱
か

ら
下

毛
無

岱
へ

は
２

８
１
段

の
木
製

階
段

を
下

る
。
こ

 

の
階
段

か
ら

の
下

毛
無

岱
の
眺
め

が
本
当

に
素

晴
ら

し
い

。
 

 
 

 

 
 

 
丸

池
 

 
 

 
 

 
 

上
毛

無
岱

展
望

台
 

 
階

段
か

ら
下

毛
無

岱
を

望
む

 

 

 
 

 
 

 
 

下
毛

無
岱

展
望

台
 

 
 

湿
原

木
道

を
辿

る
 

 
 

酸
ヶ

湯
温

泉
に

到
着

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
温
泉

の
硫
黄
臭

が
漂

う
下

毛
無

岱
展
望
台

で
最
後

の
小
休
止

を
し

て
湿
 

 

原
を
後

に
す

る
。

木
道

が
無

く
な

り
、
緩
や

か
に

山
裾

を
捲

く
様

に
辿

り
、
 

小
沢

を
渡

る
度

に
少

し
登

り
、
緩
や

か
な

山
道

を
下

っ
て
城
ヶ
倉
温
泉
分
岐

 

を
過
ぎ

る
と

、
程
な

く
車

の
音

が
聞
こ
え

る
様

に
な

り
、
最
後

の
急
な
湯
坂

 

を
下

り
酸
ヶ
湯
温
泉
駐
車
場

に
予
定

よ
り

４
０
分
遅

れ
の

１
４

時
４

０
分

 

に
１

４
名

が
無

事
下

山
。

 

 
早
速

、
男
女
混
浴

の
酸
ヶ
湯
温
泉

に
入
浴

、
男
女
入

口
は
別
々

で
あ

る
。
 

男
性
側

の
温
泉
浴
槽
廻

り
に

は
。
石
鹸
・
シ
ャ
ワ

ー
が

無
い

、
冷

水
で
頭

を
 

洗
い

、
浴
槽

に
浸

か
り
体

の
汗

を
流
す

。
女
性
側

に
は

石
鹸

等
が
備
え

ら
れ

 

て
い

た
と

の
こ

と
。
飛

行
機

で
帰
宅

の
服
装

に
着
替
え
パ
ッ
キ

ン
グ
す

る
。
 

 
予
定

よ
り
約

１
時
間
遅

れ
た

の
で

。
雪

中
行

軍
資
料
館

の
見
学

を
止
め

、
 

青
森
空
港

へ
直

行
す

る
。
椎

木
夫
妻

は
、
明

日
か

ら
恐

山
等

を
訪
ね

る
た
め

 

に
青
森
空
港

で
別

れ
る

。
 

 
青
森
空
港
内

で
各

自
が
土
産
物
や
食

事
を

し
て

、
青
森
空
港

１
８

時
２

５
 

分
発

に
乗

り
、
伊
丹
空
港

に
１

９
時

５
５
分

着
、
手
荷
物

を
受
取

り
関

西
方

 

面
の

参
加

者
と
此
処

で
別

れ
る

。
 

新
宮
組

と
尾
鷲

・
海

山
組

は
、
伊
勢

道
・
安

濃
S
A
で
流

れ
解
散

と
す

る
。

 

 
 

 
 

 

青
森

空
港

内
で

待
機

 
 

 
大

阪
上

空
の

夜
景

 
 

 
伊

丹
空

港
で

車
待

ち
 

 

最
後

に
、
鳥
海

山
に

は
２

６
名
全

員
。

岩
木

山
に

は
２

５
名

、
八

甲
田

大
 

岳
に

は
１

７
名

が
、

無
事

登
頂

し
た

。
 

ガ
ス

が
か

か
る

日
も

あ
っ

た
が

、
３

日
間
雨

に
降

ら
れ

ず
、
会
友
の
普
段

の
 

活
動

に
よ

る
体
力
維
持

の
賜
物

で
あ

り
、
東
北
遠
征

登
山

は
、
全
員

無
事

に
 

下
山

・
帰
宅

さ
れ

、
成

功
裡

に
終
え

た
事

が
一
番
喜

ば
し

い
事

で
あ

る
。
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行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

ア
ー
ト

ホ
テ

ル
7
:
5
5
→

8
:
5
0
城
ヶ
倉

大
橋
→

9
:
1
0
八

甲
田

山
麓

駅
9
:
2
0
→

9
:
3
0
山

頂
公

園
駅

9
:
3
5
→

1
0
:
0
0
田

茂
萢

湿
原
→

1
0
:
1
0
毛

無
岱

・
酸
ヶ
湯
分

岐
→

1
0
:
5
0
赤
倉

岳
北

峰
1
1
:
0
0
→

1
1
:
0
5
赤
倉

岳
(
石
祠

)
→

1
1
:
1
5
井
戸

岳
→

1
1
:
3
0
大

岳
ヒ
ユ
ッ

テ
(
避

難
小
屋

1
1
:
4
5
→

1
2
:
1
0
八

甲
田

大
岳

1
2
:
2
0
→

1
2
:
3
5
大

岳
ヒ
ユ
ッ

テ
1
2
:
4
5
→

1
3
:
2
5
上

毛
無

岱
展
望
台
→

1
3
:
4
5
下

毛
無

岱

展
望
台
→

1
4
:
4
0
酸
ヶ
湯
温
泉

1
5
:
3
5
→

1
6
:
3
0
青
森
空
港

1
8
:
2
5
→
J
A
L
2
1
5
8

→
1
9
:
5
5
伊
丹
空
港

2
0
:
2
5
→

2
0
:
3
0
中

国
道

・
豊

中
I
C
→

2
1
:
5
0
伊
勢

道
。
安

濃
S
A
→

2
3
:
0
0
紀
勢

・
大
内

山
→

2
4
:
1
0
新

宮
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

；
川

島
、
写
真

；
野

崎
・

梶
野

・
川

島
)
 

  
 

 
 

八
甲
田
大
岳

八
甲
田
大
岳

八
甲
田
大
岳

八
甲
田
大
岳
→→ →→
～～ ～～
八
甲
田
清
水

八
甲
田
清
水

八
甲
田
清
水

八
甲
田
清
水
・・ ・・
仙
人
岱

仙
人
岱

仙
人
岱

仙
人
岱
→→ →→
酸酸 酸酸
ケケ ケケ
湯
登
山
口

湯
登
山
口

湯
登
山
口

湯
登
山
口
    

八
甲

田
大

岳
の

山
頂

で
、

毛
無

岱
へ

下
る
メ

ン
バ

ー
と
別

れ
、

樋
口

、
竹

中
、

梶
野

の
３

名
は

、
八

甲
田

清
水

・
仙
人

岱
を
経

て
酸
ケ
湯

登
山

口
へ

下

山
を
始
め

た
。

 

 
 

 
 

 

八
甲

田
大

岳
山

頂
に

て
 

 
 

 
鏡

沼
 

 
 

 
 

 

平
坦

に
な

っ
て

休
憩

 
 

 
高

田
大

岳
分

岐
 

 
 

 
 

 
 

八
甲

田
清

水
 

 こ
の

ル
ー
ト

は
百

名
山

を
目
指
す
人

の
殆
ど

が
ピ

ス
ト

ン
す

る
ル

ー
ト
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で
、
そ

れ
な

り
に
整
備

も
さ

れ
て

い
る

が
、

岩
が

多
く

て
急
な

登
り

が
続

く

所
も

あ
っ

て
、

登
る

と
し

ん
ど

い
ル

ー
ト

だ
。

し
か

し
、

今
日

は
下

り
だ
け

な
の

で
そ

ん
な

に
し

ん
ど

い
こ

と
は
な

い
と
思

う
。

 

山
頂

か
ら

５
分
ほ
ど

で
鏡
沼

に
着

く
。
こ

の
頃

か
ら
ガ

ス
が

濃
く
な

っ
て

、

つ
い

さ
っ
き
迄
見
え

た
大

岳
の

山
頂

は
見
え
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

八
甲

田
清

水
 

 
 

 
 

 
 

仙
人

岱
 

 
 

 
 

火
山

性
ガ

ス
噴

出
帯

 

 岩
を
詰
め
込

ん
だ
鉄
網

に
囲
ま

れ
た

、
火

山
岩

の
登

山
道

を
３

０
分
ほ
ど

歩
い

て
よ

う
や

く
平
坦
な
場
所

に
出

た
。
こ
こ

で
し

ば
ら

く
休
憩

、
手
早

く

食
事

を
済
ま
す

。
こ
こ

か
ら

木
道

が
現

れ
、

歩
き
や
す

く
な

る
。

 

高
田

大
岳

へ
の
分
岐

を
過
ぎ

て
、

八
甲

田
清

水
で
休
憩

。
木
製

の
枠

の
中

か
ら
湧
き

出
し

て
い

る
よ

う
で

、
大
変
冷

た
く

１
０
秒
ほ
ど
手

を
入

れ
る

と

指
先

が
し
び

れ
て
き

た
。

 

す
ぐ
傍

が
仙
人

岱
だ

が
「
踏
み
荒

ら
さ

れ
て
消
滅

し
た

」
と
表
示

さ
れ

て

い
た

。
 

木
道

が
無

く
な

り
、
谷
筋

を
下

る
よ

う
に
な

る
。
す

ぐ
に

火
山
性
ガ

ス
の

噴
出
地
帯

に
到

着
。
ガ

ス
と
斜
面

上
か

ら
の
落

石
に
注
意

し
な

が
ら
素
早

く

通
り
過
ぎ

た
。

 

 

 
 

 
 

 

地
獄

湯
の

沢
 

 
 

 
 

南
八

甲
田

を
望

む
 

 
 

 
 

酸
ケ

湯
登

山
口

に
下

山
 

 酸
ケ
湯
迄

1
.
2
㎞

 
の
地

点
で

最
後

の
休
憩

、
こ

の
辺

り
は
ぬ

か
る

ん
だ
場

所
が

多
く

て
、
靴

が
ド
ロ
ド
ロ

に
な

っ
た

。
道
幅

が
広

く
な

り
歩
き
や
す

く

な
る

と
、
登

山
口

の
鳥
居

が
見
え

て
、
酸
ケ
湯

登
山

口
に

到
着

、
ほ
ぼ
同

時

に
田

茂
萢

岳
か

ら
毛

無
岱
経

由
で
降

り
た

沖
﨑

さ
ん

か
ら

「
今
ど
こ
？

」
と

電
話

が
あ

っ
た

。
 

    

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

八
甲

田
大

岳
1
2
:
1
5
→
鏡
沼

1
2
:
2
2
→

高
田

大
岳
分
岐

1
3
:
0
0
→

八
甲

田
清

水
 

・
仙
人

岱
1
3
:
0
5
→
地
獄
湯

の
沢

1
3
:
2
0
→
酸
ケ
湯

登
山

口
1
4
:
1
5
→

1
4
:
2
0
酸

ケ
湯
温
泉

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
梶

野
)
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田
茂
萢

田
茂
萢

田
茂
萢

田
茂
萢
岳岳 岳岳
→→ →→
毛
無
岱

毛
無
岱

毛
無
岱

毛
無
岱
→→ →→
酸酸 酸酸
ヶヶ ヶヶ
湯湯 湯湯
コ
ー
ス

コ
ー
ス

コ
ー
ス

コ
ー
ス
    

朝
起
き

る
と

、
ど

う
も
腰

に
違

和
感

が
あ

る
。
ど

う
し

た
も

の
か

と
思
案

し
な

が
ら
バ

ス
に

乗
込
む

。
 

今
日

は
最
終

日
で

あ
り
飛

行
機

は
待

っ
て

く
れ
な

い
、
何

か
あ

っ
て

は
皆

様
に
迷
惑

を
か
け

る
し

自
分

も
つ

ら
い

の
で

、
シ
ョ

ー
ト
カ
ッ
ト
す

る
楽
ち

ん
コ

ー
ス

を
決
断
す

る
。

 

バ
ス

の
中

で
、

明
治

３
５

年
八

甲
田

雪
中

行
軍

で
新

宮
水

野
家

第
１

５
代

当
主

に
な

る
は

ず
だ

っ
た

水
野
忠
宣

(
よ

ろ
し

)２
６
歳

が
、
命

を
散

ら
し

た
話

を
さ

せ
て
貰

っ
た
後

、
楽
ち

ん
コ

ー
ス

(
大

岳
山

頂
へ

行
か

ず
毛

無
岱

を
経

て

酸
ヶ
湯

へ
下

る
)
参

加
者

を
募

っ
た

と
こ
ろ

、
自
分

を
含
め

１
０

名
(
沖

﨑
・

奥
村
・
大

江
親

子
・
中

前
夫
婦
・
生

駒
・
松

本
・
石
橋

夫
婦

)
の

参
加

者
が

あ

る
。

 

山
頂

公
園

駅
で

本
隊

を
見
送

り
１

０
人

は
、
酸
ヶ
湯

を
目
指

し
９

時
４

０

分
に

ス
タ

ー
ト
す

る
。
直

ぐ
の
分
岐

で
一
座

だ
け

で
も

登
ろ

う
と

田
茂

萢
岳

(
1
3
2
4
m
)
経

由
コ

ー
ス

を
と

る
。

    

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
頂

公
園

駅
か

ら
田

茂
萢

岳
へ

 
 

 途
中

、
語

り
部

さ
ん

か
ら
こ

の
先

の
右
折

コ
ー

ス
は

、
道

が
荒

れ
て

い
て

「
足
元
注
意

」
す

る
様

ア
ド
バ
イ

ス
を

い
た

だ
い

た
。

 

入
っ

て
す

ぐ
実
感
す

る
、

水
が
流

れ
た
為

か
、
え

ぐ
れ

た
状
態

で
ゴ
ロ

ゴ

ロ
と

石
が

点
在

、
段
差

も
き

つ
く
左
右

か
ら

の
笹

が
倒

れ
こ

ん
で

く
る

。
お

ま
け

に
足
許

も
ぬ

か
る

ん
で
足

の
置
場

に
気

を
つ

か
う

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
木

道
を

辿
る

 
 

 
 

 
 

 
田

茂
萢

湿
原

展
望

台
を

望
む

 

 /
/

 
 

 

 
 

 
 

毛
無

岱
・

酸
ヶ

湯
分

岐
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
上

毛
無

岱
へ

 

 ４
０
分
位

で
大

岳
か

ら
の

道
と
合
流

し
、

３
０

０
段
近

い
木
段

を
降

り
て

毛
無

岱
に
入

る
。

 

紀
伊
半

島
に

は
絶
対

に
無

い
景
色

で
あ

る
 

深
田
久
弥

は
「
こ

れ
ほ
ど

美
し

い
高

原
は
滅

多
に
な

い
、
豪
華
な
ジ
ユ

ー

タ
ン

を
敷

い
た

よ
う
な
そ

の
原

に
は
可
憐
な
沼

が
幾

つ
も

点
在

し
、
そ

の
脇

に
は
形

の
い

い
ハ
イ

松
が
枝

を
拡
げ

て
い

る
。
周
囲

に
は
丈

の
低

い
ア
オ

モ

リ
ト
ド
マ
ツ

が
風
情

を
添
え

、
そ

の
結

構
な

布
置

と
い

い
、
背
景

の
効
果

と
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い
い

、
ま
こ

と
に
神

の
工

(
た

く
み
)
を
尽

く
し

た
名

園
の
お

も
む
き

で
あ

る
」

と
書

い
て

い
る

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

上
毛

無
岱

の
木

道
散

策
 

 
 

 
 

 
上

毛
無

岱
展

望
台

で
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
毛

無
岱

展
望

台
 

 
 

 
 

 
 

 
下

毛
無

岱
へ

の
木

段
か

ら
 

 
 

 

 
慌

て
る
こ

と
は
な

い
時
間

は
た

っ
ぷ

り
あ

る
。
途

中
の
ベ

ン
チ

で
大
休

憩
や
昼
食

で
堪
能

し
た

あ
と

、
１

２
時
頃
酸
ヶ
湯

へ
下

山
し

、
酸
ヶ
湯
温

泉
に

１
３

時
過
ぎ

に
下

山
し

た
。

 

   

 
 

 

 
可

憐
な

沼
 

 
 

 
 

 
下

毛
無

岱
木

道
辿

る
 

 
 

酸
ヶ

湯
温

泉
へ

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

山
頂

公
園

駅
9
:
4
0
→

1
0
:
0
0
田

茂
萢

岳
→

1
0
:
1
0
分
岐
→

1
0
:
4
5
大

岳
と

酸
ヶ
湯
分
岐
→

1
1
:
2
0
毛

無
岱
ベ

ン
チ

(
昼
食

)
1
1
:
4
5
→

1
3
:
0
5
酸
ヶ
湯

温
泉

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
沖

﨑
、
写
真

；
大

江
徳
)
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                                        東東東東北地方北地方北地方北地方遠征登山遠征登山遠征登山遠征登山ツアーツアーツアーツアー会計報告会計報告会計報告会計報告     

      実施日；平成３０年８月２６日(日)～８月２９日(水)      

      収  入         収  出  

内   訳   金 額 内  訳  金 額 

参加会費  新日本旅行(内訳下記)  

会費(24名)＠130,000 3,120,000 航空機料金(往復) 1,300,000 

椎木夫妻(2名)＠110,000 220,000 貸切バス料金(有料道路料金・ 680,316 

梶野氏 20,000 ・駐車料金・運転手宿泊代含む)  

  宿泊代(遊楽里・ホテル大館 884,780 

   アートホテル、津軽三味線)  

寄付金(玉岡憲明) 10,000 旅行保険料 15,500 

  ロープウェイリフト代 67,600 

  8/26遊楽里飲料代 18,144 

  8/28「あいや」飲料代 25,002 

  玉岡氏土産代 4,000 

    

合 計 3,370,000  2,993,342 

余剰金  376,658 

    

◇一人当たり払戻金は、376,658÷26名＝14,48614,48614,48614,486円円円円////人人人人  

◇新宮、尾鷲・海山組(19名)の一人当たり払戻金は、6,7816,7816,7816,781円円円円////人人人人 

車４台分(30,000/台×4台)=120,000＋駐車料金(4台)26,400＝ 

  146,400÷19名＝7,705円/人。14,486ー7,705＝6,781円/人 

◇◇◇◇実質払戻金実質払戻金実質払戻金実質払戻金    

((((注注注注))))一人当たりの実質払戻金は、下３桁については、事務費(郵送・

・コピー費等)に充当させて頂きますので、ご了承下さい。 

・空港集合組空港集合組空港集合組空港集合組(石橋夫妻・椎木夫妻・三井・野崎・アラン)14,00014,00014,00014,000円円円円////人

・新宮新宮新宮新宮、、、、尾鷲尾鷲尾鷲尾鷲・・・・海山組海山組海山組海山組；；；；6,0006,0006,0006,000円円円円////人人人人   

                        会計；沖崎吉信 

 

 

 

 

 

    


